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国際的に信用できる

検査結果・ワクチン接種の証明書

をいかに作ることができるか？

（世界の公共財としてのデータ）
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Framework

1. 検査・ワクチン接種が認可された機関の登記データベース

2. 国際的な互換性を担保した、検査結果・ワクチン接種の情報コードと医療
情報連携規格の採択

3. プライバシーを保護しつつ、検査結果・ワクチン接種履歴を本人のID（例：
パスポート番号）と紐づける仕組み

4. 各国の出入国基準をリアルタイムで把握するデータベース

5. 出入国基準を満たしていることを検証するソフトウェア

6. 各国の関連アプリとAPI連携するための仕組み
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デジタル
ヘルス証明書

コモンパス等
アプリ

渡航先/
入国審査

渡航先・認証システム

API

コンプライアンス
エンジン

証明書データベース

Platform

コモントラスト
情報源

 医療機関

 検査機関

 製薬会社

 ワクチン接種機関

 検査およびワクチン接種登録機関

入国書類の記入、
アプリ登録

（必要に応じて）

証明書
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コモンパス画面
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医学誌『The New England 

Journal of Medicine』で重要な

技術革新として紹介
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実証実験

＋

新たな航空会社

日本の航空会社も

参加予定

業界団体
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日本の協力団体 一覧（2020/12/15 現在）

・ 日本経済団体連合会 ・ 全日本空輸株式会社

・ 経済同友会 ・ 日本航空株式会社

・ 日本商工会議所 ・ 定期航空協会

・ 新経済連盟 ・ 日本観光振興協会

・ 日本医療情報学会
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